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こんなことをやりたい、こんな機材が欲しいとあれこれ考えるも、いつでもできると思ってい

たら、なにもせずにこんな歳になってしまいました。いまでも遅くないと奮起し、少しずつ、

夢をかなえていきたい思います。まずは Part1のご紹介です。 

 

Part1 お気楽観望用双眼鏡の購入 

 

いつでも持ち出すことができ、気楽に観望できる双眼鏡が欲しい！ 天文ファンなら誰しも

思っていることと思います。こんな最中、コーワ PRPMINAR42-8XDを手に入れました。 

 

１. はじめに 

現在使用しているフジノン 16×70FMT-SX は、小宇宙の観望もなんなくこなしてくれる、

大型ポロプリズムを使用した本格派の大型双眼鏡です。でも重量２Kg はあまりにも重く、

手持ちでの使用は、低空の彗星観望など限られます。 

こんな中、手持ちでの使用を前提とし、さがしあてたのがこのコーワ PRPMINAR42-8XDです。 

 

２．コーワ PRPMINAR42-8XDのスペック 

   口径 40mm8 倍のダハプリズム使用の双眼鏡で、660ｇと軽く、実視野 7.5 度 ひとみ径

は 5.2ｍｍです。倍率 8倍は、口径 40ｍｍをフルに生かせ、且手持ちの限界に近い最低倍

率であり、天文用には絶妙なスペックとなっています。 

 

３．見え味 

   非常にヌケのいいスッキリとした視野で、なんとなく温かみを感じる見え方が特徴です。

両眼で観望する双眼鏡は単眼の望遠鏡と違い、スペックだけでは語れない見え味が存在す

ることが面白いところです。ニコン 五藤テレスコープから同様の双眼鏡が発売されてお

り、見比べてみたいと思います。 

 

４．最後に 

   天文ファンとして是非手元において 

おきたい双眼鏡です。 

お好きなメーカーから是非一台チョイス 

してみては如何でしょうか。 

            


